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的な目的にそって焼かれたととらえた。作者は制作に当たって形態や色彩にとらわれない事、表現の題
材に意味を持たせる事、自我と渾然一体の追求、逆遠近法、朝鮮文化における五方色の使用など作者を
束縛している観念を打ち破り制作を試みている。森シリーズでは、日常を守り平常心を表した「中道」、
内面の天下太平の森を大事に保存する願望を表した「天下太平」、動じない気持ちで外部の事象に対応す
る心を表した「定心應物」、虎とカササギの吉祥、五方色や四方位を組み合わせながら象徴的表現を作品
に込めている。線と「気韻生動」の現代的表現を試み、優れた論文と作品である。また色彩を用いるこ
とにより、新たな粉青砂器の世界を切り開こうとする意欲とその表現に韓国文化を深く内省した作品は
技巧にとらわれ過ぎない自由闊達な精神を重んじ精神性を加味した作品といえる。韓国精神を表現した
優れた論文、作品である。博士学位授与に値するものと判断する。 
 
 
